
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 3回経営審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 22 年 12 月 1 日（水） 午後 1 時 30 分 

場  所：附属図書館 4階学習室 

出席者：西室陽一理事長、加藤祐三副理事長、椎廣行理事、高田理孝理事、渡辺利夫理事、原護委員 

相川泰総務課長 

 

■理事長挨拶 

西室陽一理事長よりあいさつ 

 

議      事 

1. 公立大学法人都留文科大学職員給与規程の一部を改正する規程（案）について 

○担当より説明、審議の結果、提案通り承認 

・山梨県人事委員会からの平成22年給与勧告の骨子により、民間との給与格差を考慮するために行う給与規程の一

部改正 

・月例給与、住居手当、期末・勤勉手当等の減額により一人当たり年間約 10 万円程度の減額になる 

  

2.公立大学法人都留文科大学職員及び非常勤職員の勤務時間改正に伴う関係規程等の整備に関する規程（案） 

について 

○担当より説明、審議の結果、提案通り承認 

・「1 週間あたり 40 時間、1 日あたり 8 時間」を「1 週間当たり 38 時間 45 分、1 日あたり 7 時間 45 分」に改める 

・公立大学法人都留文科大学職員の育児休業、介護休業等に関する規程（平成 21 年大学規程第 36 号）及び公立

大学法人都留文科大学非常勤職員就業規則（平成21年大学規程第52号）内の就業時間も上記の時間に改める。 

 

3.平成 23 年度予算編成方針（案）について 

○志村経営企画副室長より資料 3 に基づき説明 

・収入 

 学生納付金については、市が認めた範囲内で社会情勢を見定めながら検討。外部資金については、平成 22 年度に

引き続き外部資金の増加を目指した取り組みを行うとともに、知的財産の活用など多様な収入源の確保に努める。 

・支出 

 予算の弾力的・効率的な執行や管理的業務の合理化等により、いっそうの経費の削減に努める。 

 （1）経営的経費 

 （2）教育の環境整備 

 （3）外部委託できるものについては、費用対抗策を検討し実施 

 （4）理事長・学長等裁量経費、戦略的経費 

  

 

 



 

報     告  

1.平成 23 年 3 月（平成 22 年度）卒業予定者の就職内定状況について 

○担当より報告 

・平成 22 年 10 月 1 日時点の内定率と比べ全体で 9 ポイント減 

・学科別に見ても前年度よりも内定率は減少傾向にある 

 

2.平成 23 年度推薦入試出願状況について 

○担当より報告 

・指定校のような制度（教育協定校など）も検討していってもいいのではないか 

 

3.平成 22 年度秋季オープンキャンパスについて 

○担当より報告 

・桂高等学校の学生が授業としてオープンキャンパスに参加したため、参加数及び公開授業参加数が例年より増して

いる 

 


